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激変する消費者の行動・価値観を理解し、飲食店の新たな収益機会や業態の創出と、
変革にかかる店舗・業務・人材・資金をトータルサポートし、食産業の再成長に貢献
する。

中長期戦略の方向性を「食ビジネスの変革支援」と定義

4

人材支援領域
多様化する業態、デジタル化された

新たな店舗や業務に適合した
人材を創出・配置し

個人の成長と経営の合理化を支援

事業再生領域
付加価値の高い事業や商品を有する

企業・店舗に対して
事業再構築や財務周りを

包括的にサポートし企業価値を最大化

経営支援領域
激変する消費者の行動・価値観変容を
理解し、先端技術を使った業務効率化

と経営データの統合による
新たな付加価値と収益機会の創出

食ビジネスの
変革支援



｜     © Cookbiz Co.,Ltd. All Rights Reserved.

コロナが明け、飲食人材の獲得競争が再加熱するも、労働力はコロナ前の水準には完
全には戻っていない。

飲食人材の獲得競争が再加熱し、コロナ前以上の採用難に

5

433

406
382 386 392

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年3月

※出所：総務省「サービス産業動向調査」

（単位：万人）

飲食店従事者数の推移
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収益性の改善や現場の人材不足に対応するため、労働生産性の向上や省人化に資する
DX投資は今後も増加すると推計される。

飲食業界のDXに対する投資

6

※出所：レストランテック協会・ファンくる共同「レストランテックに関する意識調査」
　アンケート対象者：全国20～50代の飲食店勤務の男女511名

　「飲食業界のDXに対する考え」の質問にて「あてはまるものはない・わからない」回答は除外の上、集計

※出所：富士キメラ総研「業種別IT投資／デジタルソリューション市場 2022年版」

2,500

0

500

1,500

1,000

2,000

（億円）

2026年度予測2022年度見込

2,110

1,790

118％

外食・宿泊業におけるIT投資額予測

非常に重要で、
すぐにでも取り組む
べきだ

25.1％

重要だが、
ゆっくり取り組んでいければいい

40.8％

飲食業界のDXに対する考え

重要ではなく、
取り組まなくていい

8.3％

重要だが、
必要をあまり
感じていない

25.7％ 65.9％
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株式会社ラクミーとの資本業務提携の締結
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2022年11月に、飲食店の経営管理、発注・仕入・棚卸管理等の支援を通じて、経営効
率を高めるDXサービスを展開する株式会社ラクミーへの出資、ならびに同社との営業
・販売促進協力およびDXツールの共同開発を図る業務提携契約を締結。

- 当社のSMB（中堅・中小企業）クライアントへの営業・販売促進にはじまり、「cookbiz FC」の加
盟店管理の中核ツールとして据えた「ラクミー」の共同開発に取り組む。

- 両社でプロダクト・サービスを磨き込むことで、cookbiz FCにおける業務効率化と、各業態に合わ
せた利便性の高いDXツールとして、今後は中堅・成長企業などの顧客獲得を目指す。
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効果の高いDXパッケージを搭載したFCモデルの開発・展開

8

● 「DXの効果を実感している外食企業は、4.5％（※1）」という調査データから
も、DXは闇雲に導入しても効果が感じられにくい。

● FCのような固定化された業態やオペレーション下で、効果の高いユースケース
を明らかにし、新規出店時に教育・研修とセットで実装することにより、効果的
なDX導入を図る。

出所：※1　レストランテック協会、ファンくる共同調査「レストランテックに関する意識調査」
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シフト管理・勤怠管理・給与管理サービス「CAST」について

● 主に飲食事業者向けのシフト管理・勤怠管理・給与管理SaaSプロダクト。
● 店舗から登録ユーザー数に応じた従量課金型で月額費用を頂く。
● 個人ユーザーは店舗の登録がなくても無償でアプリの利用が可能。

10
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アルバイトが楽しく使えるシフト管理アプリ「CAST」

● スマホの標準カレンダーと同期し、プライベートとバイトの予定を一括管理。
● 設定された給与情報とシフト情報から、今月の給料がスグに確認可能。
● 専用チャット機能で、個人のSNSを使わずにバイト先とのシフト・スケジュール

調整が可能。

11

シフト管理アプリ「CAST」

スケジュールの
一括管理

給与を
自動計算

専用の
チャット機能

44万人突破累計登録
ユーザー数

ストア評価

4.4★
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人材支援と経営支援とを繋ぐHR Tech

13

既存事業である人材支援領域と、新たに取り組み始めた経営支援領域（FC事業・DX事
業）。当社では、HR Techをその中間と位置付け、既存事業で培った飲食店の人的課題
の知見や顧客網といった強みを活かしながら、新規事業への染み出しを成功させるには
HR Techへの投資が不可欠と判断し、CAST事業を取得。
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想定される事業シナジー

14

単なる営業連携に留まらない多角的な事業シナジーが見込まれるため、長期視点で投資
を行う。CAST単体での単月黒字には1.5-2年、通期黒字には3年程度かかる見込み。

大項目 中項目 具体的な施策

マーケティング

営業連携 当社およびワールドインワーカー・ラクミーとCAST間での相互送客

SMB（中堅・中小企業）強化
・低単価商材によるSMB顧客の獲得推進
・直販に依らない、代理店網を活用した拡販体制の構築
・当社HRサービスのSMB向け商材の開発

多角化

ストック型収益の増加 チャーンレートの低い日常使いのSaaSプロダクトであるCASTと、
従来のHRサービスで収益モデルの多様化を図る

新規事業開発／他業種展開
・アルバイト領域への事業拡張の検討
・シフト管理・勤怠管理・給与管理等、労務管理業務のDX推進ニー
ズがある、サービス業・小売業全般への横展開も可能



｜     © Cookbiz Co.,Ltd. All Rights Reserved.

1. なぜ、「食 × 経営支援」なのか

2. 「CAST」について

3. 事業シナジーについて

4. 体制紹介

5. Appendix

目次

15



｜     © Cookbiz Co.,Ltd. All Rights Reserved.

CAST株式会社の伴代表を迎え、飲食DXを推進。
- 本プロダクトの譲受と再活性にあたっては、CAST株式会社の創業者であり、代表取締役で

ある伴氏を事業責任者として招へい。

体制紹介
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伴 貴史（ばん たかし）氏 略歴

高校在学中に渡豪し、政治学を専攻。その後帰国し、早稲
田大学 政治経済学部へ進学。2012年に渡米し、現地校を
経て投資銀行業務に従事。投資銀行業にて、エネルギー・
金融セクターを担当。
2015年に退職後、現CAST株式会社を創業、以後現職。
2019年、Forbes 30 Under 30 Asia選出。2022年に 
hachidori事業を8億円で株式会社エフコードに売却。

コメント

日本の文化・産業において、食領域の持つ役割は非常に重
大だと考えております。一方で、直近のパンデミック等に
よって食産業のDX化は顕在的な課題となっております。飲
食店支援を総合的に行うクックビズとともに、非効率な作
業にかかるコストを削減し、食の世界がより「幸せな」産
業になれるお手伝いができるよう、邁進していきたいと考
えています。
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全業種においては、ほぼ変動はないものの、飲食業界における求人ニーズは高水準で
推移。21年10月以降は特に求人ニーズの高まりを見せている。

有効求人倍率推移
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2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
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※出所：厚生労働省「一般職業紹介状況（職業安定業務統計）」

　　接客・給仕の職業　　　　飲食物調理の職業　　　　全体

1月 6月 11月 1月 6月 11月 1月 6月 11月 1月 6月 11月 1月 6月 11月 1月 6月 11月 1月
2023年
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会社概要
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社名 クックビズ株式会社

設立 2007年12月10日

資本金 749,243千円

代表者 代表取締役社長　藪ノ 賢次

本社所在地 大阪府大阪市北区芝田二丁目7番18号　LUCID SQUARE UMEDA 8階

従業員数 （連結）111名　（単体）104名　　（パート・アルバイト及び嘱託社員を除く）　

事業内容

食ビジネスの変革支援事業
・転職支援・人材ソリューション事業
・経営ソリューション事業
・事業再生

関係会社 きゅういち株式会社、ワールドインワーカー株式会社（2023年3月1日～）

※2023年2月末時点
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IRお問合せ窓口について
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▼IRニュース配信登録（URL）はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/mail-magazine/

▼IRニュース配信登録（QRコード）はこちら

IRニュース

▼IR動画はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/movies/

▼IRに関するお問合せ用フォームはこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/contact/

▼よくあるご質問はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/faq/

IRお問合せ

https://corp.cookbiz.co.jp/ir/mail-magazine/
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/movies/
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/contact/
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/faq/



